















































































































































0 0 0 0 0 0 0 0
、
デカルトの省察













































































































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0
というのは、これを実践するための手段を探
すことである。この意味において或る事柄を省察する








































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
を述べよ
0 0 0 0
（dic cur hic）、あるいは目的を考察せよ
0 0 0 0 0 0 0
、あるいは自分がしていることを見よ








10  『人間知性新論』（II, 19, § 1, A VI, 6, 161）を参照のこと。
11  GP VII, 84.
12  『哲学者の告白』（ベラヴァル訳、Vrin、75頁）を参照のこと。Animadversiones in partem generalem 







































ストラスブール大学に 2005年に受理された博士論文 La question du mal chez Leibniz（ラ
イプニッツにおける悪の問題）は、同名の標題のもと 2008年に老舗 Honoré Champion 社
より刊行された。また、2013年 11月にパリでフランス語圏ライプニッツ研究協会（La 

























































































と結びついているし、それが contention d’esprit（たとえば現代の Remnant & Bennettの
英訳では concentration of mind）に結びついている。講演で提示された contemplation/
méditationの差異と特徴が、ここではあてはまらないのではないか。
ラトー氏：この箇所は二人の対話である。質問で指摘された部分はロックを代弁するフィ
ラレートの発言だ。これに続いて、ライプニッツを代弁するテオフィルの発言を読むと、
「記憶」や「注意」が considérationに結びつけられていくのがわかる。ライプニッツにお
いては、「注意」が持続すると considérationとなり、これが「行為」と結びつかなければ
contemplationとなり、それが結びつくと méditationとなる……というように全体の構図
が組み立てられていく。
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